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アンケート調査にご協力いただいた県内の幼稚園、保育所、認定こども園の関係者や保

護者の皆さん、現地調査にご協力いただいた施設の関係者の皆さん、その他、調査にご

協力いただいた全ての皆さんにお礼を申し上げます。 

野外体験保育の普及方策 

今回の調査結果では、各保育施設（幼稚園、保育所、幼保連携型認定こども園。以下

同じ）から、野外体験保育を進める上での課題があげられました。 

野外体験保育に積極的に取り組む保育施設では、自然を豊かに活用し、子どもの「生

き抜いていく力」を育むことを意識しながら取り組まれています。 

こうした考え方をもとに、野外体験保育を普及していくためには、保育関係者だけで

なく、行政、保護者、地域の人々が互いに理解し、連携しながら課題に取り組んで行く

ことが重要と考えます。 

「安全性の確保」や「職員のスキルの向上」については、野外体験保育に取り組もう

とする施設に対する専門家の派遣や、職員が当保育について学ぶ機会を提供することな

どが重要と考えます。 

「職員の負担軽減」や「体験を行うフィールドのなさ（少なさ）」については、野外体

験保育に積極的に取り組んでいる事例や、県内各地に存在するフィールドの情報などに

ついて広く情報提供することなどが重要と考えます。 

「保護者・地域との関わりのつくり方」については、保護者、地域の人々や地元の市

町等が野外体験保育を理解し、実施に協力する機運が高まるよう、野外体験保育の取組

内容やその有効性・必要性について広く啓発を図っていくことなどが重要と考えます。 

野外体験保育を進めるうえでの課題は、各保育施設の状況によりさまざまであること

から、実状に合った支援を行うことが重要と考えます。 

「野外体験保育有効性調査」の詳しい内容は  三重県 野外体験保育有効性調査  検索 


